
Q6 検査によって、BSE感染牛の発見はどこまで可能ですか。 
 

   我が国のBSE対策の中で用いられているELISA法による迅速検査やウエスタンブロット法による確認検

査は、高い検出感度と特異性を有しています。しかしながら、各々検出感度（検出限界：最小検出量）が

存在し、検出には一定量以上のＢＳＥプリオンの蓄積が必要となります。また、現時点では生前検査法は

開発されておらず、と殺又は死亡した牛でのみ検査が可能となります。 

従って、と殺又は死亡した牛から得られる検査材料として用いられる延髄閂部分に検出限界を超えるＢ

ＳＥプリオンの蓄積がなければBSE感染牛を発見できず、潜伏期間の後期を除けば、潜伏期間中に感染牛

を発見することはできないとされています（参考）。 

ＢＳＥの潜伏期間は、英国のデータによると、平均５年（６０ヶ月）、ほとんどの場合が４～６年（４

８～７２ヶ月）と推測されます。しかし、牛の個体差やＢＳＥプリオンの曝露量によって潜伏期間が異な

ると考えられています。 

なお、我が国では、ＢＳＥプリオンの蓄積が確認されている特定危険部位（頭部、せき髄及び回腸）及

び背根神経節を含むせき柱は除去され、食用になることはありません。 
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